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頂 中光明 と肉髻相 につ い て

村　上　東　俊

1． は じめ に

　近年 ，
カ ン ダ

ー
ラの 仏 ・ 菩薩像や釈迦苦行像 な ど に見 られ る 肉髻 （usnisa ）の 小

孔 の 存在が Klimburg　Salterと Maurizio・Taddei （以下 S．＆ T ．）の 調査 で 明 らか に な り，

小 孔が ヨ
ー ガ に よ り頭 頂か ら発 せ られ る 光 （エ ネル ギ ー）を象徴 す る もの と考 え

られ
1）

， その 後 ，
Rhi　Juhyungに よ っ て

，
小 孔 に は舎利 （Sarira）が 籠 め られ て い た

可 能性が 指摘 され て い る
2）
．

　本論 で は， 漢訳 古訳 経典 に 見 られ る 頭 頂の 光明 表現 特 に 『大 阿弥陀経』 （『大

阿』）や 『阿闍世王経』（r阿 闍 矚 ）， 『六 度集経』 （r六 度』） など に説 か れ る 頂 （項）中

光明の 語 に着 目 し ，
ガ ン ダ

ー
ラの 仏像 の 肉髻 の 孔 と光明 の 関係 につ い て 若干 の 考

察 を試 み る もの で あ る．

2 ． 頂中光明につ い て

　頂 中光明 の 語 は
， 初期無量寿経 の 『大阿』や 『平等覚経』 を除 い て ， その 光明

の 性質や 特徴 に つ い て は従 来 あ ま り論 じ られ る こ とは 無 か っ た ． こ の 頂 中光明

は ， 『大阿』 の 処 々 に見 られ る が ， 林和彦氏 に よ る と
， 「頭部 に あ る 光明 」 と解釈

され
3）

， 辛嶋静志氏 は
， 「頭頂か ら発する光」また は 「頭頂の 光」 と訳 して い る

4）
．

筆者 も以 前 こ の 頂（項）中光明 に 関 して 若干 の 検討 を加 えた が ， 「頂 （項）中」 に 対

応 す る語句が Skt．や Tib．の 文献 に見 出せ ない こ とか ら ， 漢訳 語特 有 の 表現 と し

て 位 置づ けて ， 「頭 光表現 の
一 種 」で あ る と推測 した

5＞
． また ， 林氏 は仏 教美術

と頂 中光明 との 関係 に つ い て
，
6−7 世 紀 と思 わ れ る バ ー ミヤ ン や カ ク ラ ク に あ る

壁画 の 肉髻 下部 や
6）

， ア フ ガニ ス タ ン の ガ ズ ニ
ー

に ある タ パ ・サ ル ダー ル の 仏像

の 肉髻前 部 に あ る 円 盤が ， 頂 中光明 の 発せ られ る 部位 で ある と推測 して い る
7）
．

そ して
，

イ ン ドの グ プ タ ・パ ー ラ期 の 仏像で 頂 中光明 に 比 定され る造形 は見出 さ

れない と指摘 して い る．

一 878一

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



The Japanese Association of Indian and Buddhist Studies

NII-Electronic Library Service

The 　Japanese 　Assoolatlon 　of 　工ndlan 　and 　Buddhlst 　Studles

（188） 頂中光明 と肉髻相 につ い て （村　上 ）

　以 上 ， 林 ・辛嶋両 氏 の 頂 中光 明に対 す る見解 を概観 す る と
， 『大 阿』 の 頂 中光

明は ， 「頭頂か ら放た れ る 光明」で あ り， その 部位 は 「肉髻 の 頂部」 で あ る と考

え られ る．

3 ． 頂 （項）中光明の 検討

　 さて
， 頂 （項 ）中光 明 は数種 の 用 例が経典 に見 られる が ， 「頭頂か ら放た れ る 光

明」の み を挙 げる と， 『大阿』 （〔L12，302b，　303a，　308b他）， 『阿闍世』 （T．15，392b）， 『慧

印三 昧経』 （T ．15，462c，463c）， 『六度』 （T．3，15a）な どの 限 られ た経典 に確認 で きる ．

　『大阿』 の 異訳 で あ る 『平 等覚経』 で は 「項」が 使用 され て い る が
8）

， 『六 度』

で は元 ・明本 で 「頂」の 注記 が あ り， 訳語が 定 ま っ て い ない ． これ は頂 と項の 字

が類似 して い る の で
， 漢訳写本 間の 混乱 と も考え られ る． しか し

，
ガ ン ダー

ラ の

肉髻の 孔の 殆 どが 中心付 近 に位置す る もの の
， 幾つ か の 孔は後頭 部 に 位置 して い

る
9）
． 従 っ て ， 写本 間 に お ける テ キ ス トの 確 認 も必 要 で あ るが

， 訳語 の 相 違 は 肉

髻の 孔の 位置の 違い か ら生 じて い る可 能性 も存 す る．

　 『大阿』 で は
， 光 明を阿 弥陀仏 の 中心 的 な性格 と位置づ け ， 阿 弥陀仏 の 光 明が

最勝で あ る こ とを説 くため に
， 頂 中の 光明の 大小 ・優劣 を説 く． また

，
こ の 光 明

は
， 阿弥陀仏 だ けの もの で は な く， 仏 ・菩薩 ・阿羅漢に も不可欠 な要素 と して 備

わ っ て い る もの で あ る． 『慧印三 昧経』 は 阿弥陀 を説 く経典 で あ り， 頂 中光 明の

照射 され る 範 囲 （距離 ）を示 して い る． 『阿 闍世』 で は
， 「頂 中光 明菩薩」 とあ り，

頂 中光 明を有す る菩薩が 登場す る こ とは ，
こ の 光明 を菩 薩 ・阿羅漢 に まで 認 め る

『大阿』 に通 じる もの があ る． 更 に 『六 度』 に関 して は ， 既 に 論 じた こ とが あ る

が ， カ ー ピ シ ー 出土 の 焔肩 を有 す る燃灯仏 を表 して い る と考え られ る ． こ の こ と

か ら も， 頂 （項）中光 明は 仏像 の 図像 的特徴 を表現 した もの と推測 され る ．

　こ の よ うに
， 康僧会 は 『六度』 におい て 仏像 を描写 して い る が ， 支婁迦讖訳 の

『道行 般若経』 （T．8， 476b）や 『般 舟三 昧 経』 （T．13，906a） に も
， 仏像 の 存在 を前提

とした記述 が ある こ とは知 られ て お り
1°）

， 更 に ， 支謙訳 『大 明度経』 （IL8， 507a）に

も見 られ る こ とか ら
， 支讖 や支謙 も実際 に ガ ン ダー

ラ の 仏像を見て い た可能性 は

高 く， 少 な くと も仏像 に 対す る見 識 を持 っ て い た こ とは疑 い ない ．

4 。 ガ ン ダ ー
ラの 仏像に見 られ る肉髻 の 孔

　古訳経典 に見 られ る頂 （項）中光明は
， 先述 の バ ー ミヤ ン や カ ク ラ クの 壁画な ど

の 出現 を待 た な くと も， 既 に ガ ン ダ
ー

ラ の 仏像 に 見 られ る 肉髻 の孔 が 検討すべ き
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対象で あ る こ とは言 うまで もない ． こ の 肉髻 の 孔 は 現在， 仏 ・菩薩 ・釈迦苦行像

を合せて 56体が 明 らか に な っ て い る ，

　S．＆ T．は
， 肉髻の 小孔 に 関 して 5 つ の 仮説を提 示す る が

， 実際 に 調査 した釈迦

苦行像 の 14体の 内 8 体 に孔 が 見 られ， そ の 比 率の 高い こ とか ら
， 肉髻 の 孔は釈

迦の 苦行物語に 由来する もの で ある と考 え， ヨ ー ガ の 呼吸法 に起 因す るブ ラ フ マ

ラ ン ドラ （Brahmarandhra ）や サ ハ ス ラ
ー

ラチ ャ ク ラ （Sahasrara−cakra ） を通 じて 光が 放

出 され る場 所 で あ る と推 測 され て い る ．

　そ れ に対 して
，
Rhi は釈迦苦行 を 由来 とする s．＆T．説 を退 け ，

仏 像 の 聖化 と い

う視点か ら
， 肉髻 の 孔 に 舎利 を籠 め る習 慣が ガ ン ダ

ー
ラ に 存在 して い た と推測 し

て い る ． Rhi は
，

ガ ン ダー ラ の 仏 像 の 肉髻 か ら実 際 に舎利 が発見 され た例は無い

もの の
，

ガ ン ダー
ラ様式 の 影響 を受けた 中国や ホ

ー タ ン の ブ ロ ン ズ像 （3−4 世紀），

ナ
ー ガ ー

ル ジ ュ ナ コ ン ダ の 仏 陀像 （4−7 世紀） や ス リ ラ ン カ の 仏 陀像 （47 世紀）

に 舎利 を収め て い た こ とを指摘 し
， 更 に は， 経典 や 入 竺僧 等 の 記録 を検討 して ，

ガ ン ダ ー ラ の 仏像に も舎利が安置 され て い た可能性 を類推 して い る ． また
，

こ の

s．＆ T．と Rhi の 見解 は
， 光 と舎利 で 異 な っ て は い るが ， 肉髻 の 小孔 に宝石 を籠 め

て い た 可 能性 は 双方 の 共 通す る 見解 で あ る． S．＆ T．は光 を強 調 す る た め で あ り，

Rhi は遺骨 の 替 わ りと して で あ るが ， 「集神州三 宝感通録』 （T．52，
　411a） に は ， 肉

髻の 舎利か ら光 明が発せ られ る記述 が 見 られ ， 7世紀 の 中国の 記録 に は舎利 と光

明の 関 係 も窺 える ．

5 ． 結語

　s．＆ T．と Rhi の 研 究 は
，

ガ ン ダー ラ の 仏 像 の 図像 解釈 に 新た な光 を当て る もの

で あ り， 特 に Rhi の 所 論 は興味深 く， 肉髻 に 舎利 を籠め た 習慣 の 存在 を十分 窺 わ

せ る もの で あ る． しか しなが ら， 未だに解決 し難 い 問題 が存 す るの も事実 で あ る．

例 えば ， 肉髻の 孔 は仏 ・菩 薩 な どに確認 され るが ， 菩薩の 舎利信仰が ガ ン ダー ラ

に存在 した か は不 明で あ る こ と． また
， 肉髻の 孔 に は大小 が存在 し， 舎利 や宝石

を籠め るの が 困難なほ ど浅 く小 さ な孔 も存在する こ とで あ る ． こ の 点 に お い て 頂

中光明 は ， 仏 ・菩薩 ・阿羅漢 に 共通す る 光で あ る こ と， また
， 光の 出 口 と して の

孔 を表現する場合 ， 浅 く小 さな孔で も十分その 象徴 と して の 機 能 を果たせ る こ と

が 指摘 で きる．

　筆者は ， 頂 中光明の 「中」を どの ように理解すべ きで ある か疑問 に思 っ て い た．

勿論， 「頂の 中か ら」を意味す る と思わ れ るが ， 「中」 に は 「穿 （孔）」の 意味 もあ
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り
11）

， 厂頭頂 の 孔の 光 明」が意識 され て 「中」 を用 い た可 能性 も考 え られ る ． そ

して
， 肉髻に小孔の あ る仏像 の 造像 と同時代の 支讖や 支謙， 康僧会 とい っ た訳 経

僧 に よ り， 頂 （項）中光明 と明確に 光 の 放たれ る身体部位が描写 されて い る こ とは

極め て 興味深 く， 今後 更な る検討が 必 要 で あ るが ， ガ ン ダ ー
ラの 仏像 に見 られ る

肉髻の 孔は
， その 造像時期 と推定 され る 2−3 世紀に は既 に 光 を放 出する孔 と理 解

さ れ て い た の で は なか ろ うか ．

今回の 研究は， 日本印度学仏教学会第 62回学術 大会 に お け る 宮治昭博 士 の 有益 な御指

導が 端緒 とな りま した． また本発表で は
，

三 友健容博士 ，岩井 昌悟博士に種 々 の 御教示

を頂戴 しま した ．各先生 方の 学恩 に衷心 よ り感謝申し上 げ ます。
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